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　整備工場の建設に伴い基礎工事
を前に地鎮祭を行いました。土地
の神様を祭り工事の無事を祈るこ
の祭事は５月９日、建設予定地に
JA 役員、工事関係者などが集ま
り行われました。今回の設計、工
事監理は旭川市の㈲キューブプラ
ンニングで、設計者、発注者、請
負施工者がそれぞれ地鎮の儀。美
瑛神社神官によって厳かに進めら
れました。

　

農
業
機
械
の
大
型
化
や
自
動
車
整
備
は

営
農
、
生
活
に
直
結
す
る
こ
と
か
ら
時
代

に
即
応
す
る
技
術
力
の
向
上
や
施
設
整
備

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
農
業
生
産

を
支
え
る
生
産
財
と
し
て
、
農
機
、
営

農
用
ト
ラ
ッ
ク
の
保
守
・
整
備
は
不
可

欠
で
、
重
要
性
が
増
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
Ｉ
Ｔ
技
術
の
普
及
に
よ
り
農

機
、
車
輛
と
も
技
術
、
機
械
構
造
と
も

大
き
く
様
変
わ
り
し
て
い
ま
す
。
利
用

者
か
ら
は
新
型
の
農
業
機
械
、
大
型
車

や
新
型
モ
デ
ル
の
低
燃
費
車
（
Ｐ
Ｈ
Ｖ
、

Ｅ
Ｖ
車
含
む
）
の
受
け
入
れ
に
対
応
し

た
施
設
整
備
が
急
務
と
な
っ
て
お
り
ま

し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
の
車
輌
整
備
取
扱
額
は
外
注

や
レ
ン
タ
ル
を
含
め
１
億
５
千
２
百
万

円
余
で
こ
こ
数
年
は
取
扱
額
が
増
加
の

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
車
検
実
績
で
は
年

間
９
５
０
台
前
後
で
ほ
ぼ
横
ば
い
。
ユ
ー

ザ
ー
車
検
の
浸
透
や
メ
ー
カ
ー
直
結
に
よ

る
車
輌
整
備
化
か
ら
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て

い
る
の
が
実
情
で
す
が
、
現
在
稼
働
の
車

輌
整
備
工
場
の
構
造
上
の
制
約
や
課
題
の

　

当
Ｊ
Ａ
車
輌
整
備
工
場
が
車
検
工
場
と

し
て
陸
運
局
の
指
定
を
受
け
た
の
が
昭
和

44
年
、
本
格
的
な
車
社
会
を
先
取
り
し
管

内
で
は
早
い

取
り
組
み
と

し
て
注
目
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
。
今
年
で
49
年
と
約
半

世
紀
の
節
目
を
迎
え
る
経
過
に
あ
り
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
農
業
振
興
計
画
で
は
最
終
年
度
の

■説明
　総代会で承認された事業費は 2 億 3 千
6 百万円余。
　鉄骨造り 2 階建（676.16㎡）電気、
機械設備、外構工事、洗車場改修などが
含まれています。整備用の機械ビットは
普通車用 6 ビット、大型・中型用に 5 ビッ
トが確保されます。車輛出入口 4 か所の
エプロンは長さ 22㍍。2 階は部品庫、休
憩室、書庫などが整備されます。

解
決
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
、
利
便
性
の
向

上
、
さ
ら
に
集
約
化
に
よ
る
事
務
処
理
の

効
率
、
低
コ
ス
ト
化
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　
　

課
題
解
決
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
具

体
事
例
と
し
て
、
貨
物
車
輌
の
大
型
化
、

ユ
ニ
ッ
ク
車
輌
の
普
及
に
よ
っ
て
要
望

の
高
か
っ
た
大
型
貨
物
車
、
ロ
ン
グ
ボ

デ
ー
貨
物
車
、
ユ
ニ
ッ
ク
搭
載
の
車
検
、

修
理
対
応
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た

大
型
車
輌
の
入
出
庫
時
の
構
内
移
動
が

こ
れ
ま
で
よ
り
解
消
さ
れ
、
入
庫
で
き

な
か
っ
た
大
型
車
輌
も
受
け
入
れ
可
能

と
な
り
ま
す
。
施
設
の
経
年
劣
化
に
よ

る
建
物
の
破
損
、
検
査
機
器
更
新
年
を

迎
え
る
な
ど
課
題
解
消
が
求
め
ら
れ
て

い
た
と
こ
ろ
で
す
が
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ

ー
ビ
ス
の
実
現
に
よ
っ
て
組
合
員
の
皆

さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
利
用
者
の
顧
客

満
足
の
向
上
を
図
る
内
容
で
す
。
建
設

地
は
北
町
の
給
油
所
と
農
機
研
修
セ
ン
タ

ー
の
中
間
点
の
敷
地
を
活
用
す
る
内
容
で

す
。
工
事
完
成
、
新
施
設
で
の
開
業
は
10

月
末
。
現
在
急
ピ
ッ
チ
で
作
業
が
進
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

本
年
、
農
業
機
械
、
給
油
所
、
農
機
研
修

セ
ン
タ
ー
の
効
率
化
に
向
け
て
組
織
内
論

議
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。
オ
ー
ト

サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー

（
車
輌
整
備

工
場
）
の
新
築
構
想
は
農
業
機
械
課
所
轄

の
集
約
化
と
連
動
し
て
施
設
の
効
率
利
用

も
求
め
ら
れ
て
お
り
、
総
代
会
で
の
承
認

を
経
て
具
体
的
な
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

具
体
化
す
る
農
機
、
車
輌
整
備
等
の
集
約
化

大型車の整備、車検も新たに対応

　酪農家の皆さんの日頃の飼養技術を
競う「上川ホルスタインショウ」が 4
月 28 日、47 回を数えてホクレン旭川
家畜市場で行われました。主催は上川
ホルスタイン改良協議会で、この日は
上川管内から自慢の出品牛が一堂に会
しました。美瑛からは 3 生産者が出品。
審査員には大樹町の酪農家、三木隆志
氏。各部ごとに厳しい審査の目が向け
られていました。なお、審査の結果は
次の通りです。

■ジャージーチャンピオン
　BRF アイリスブルーチーズ
　（株）ベイリッチランドファーム

挨拶をする熊谷代表理事組合長

厳
おごそ

かに地鎮の儀

上川ホルスタインショウ
美瑛出品牛が健闘

（上）北西側立面

（下）北東側立面
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　本町畑作の主幹品目の一つ、甜菜は 29 年産で
1,018㌶ 8 億 6 千 5 百万円の生産額を確保。畑作
生産者の重要な品目でもある。生産者所得を左右
する交付金対象数量の見直しが強く求められてき
たが、甜菜の上限ルールについては維持する方向
で決まった。
　生産者側が強く求めてきた「交付対象数量 64
万㌧」の見直しについては、糖価調整制度におけ
る調整金収支の悪化や負担増を懸念する精糖工業
会側が難色。協議は難航を極めたものの、上限ル
ールの 64 万㌧は維持する一方、加糖調製品から
の新たな調整金財源の一部として、毎年３億円を
上限に、てん菜の生産構造対策に充てることで合
意したもの。
　てん菜をめぐる４者協議では、29 年産てん菜
の産糖量が 64 万㌧を上回る可能性が生じた状況
も踏まえ、昨年 12 月の甘味資源対策決定に併せ、
自民党の農林関係会合で「加糖調製品を調整金の
対象とする新たな制度を見据え、てん菜に関する
現行のルールのあり方について関係者による検討
を行う」ことが明記されていたもの。２月に開か
れた「てん菜・てん菜糖のあり方に関する意見交
換会」では、糖価調整制度の維持を前提とするこ
とを再確認する一方で、精糖工業会からは４者で
交付対象数量「64 万㌧」に合意した平成 19 年に
比べ、現在は砂糖消費量が１割減少しており、そ
れを踏まえると交付対象数量は「５７万㌧」に引
き下げるべきなどの問題提起もあった。このため
関係者が合意できる案を農水省が提案し、国会審
議の状況も踏まえて３月下句をめどに結論を出す
方向を確認。道農協畑作・青果対策本部としては、
１月の本部委員会で「交付対象数量 64 万㌧の見
直しに向けて、豊凶変動を踏まえ、実質的な上限
の見直しにより交付対象外発生の影響を緩和する
対策を求める」ことを確認しており、64 万㌧の
上限ルール見直しには至らなかったものの、これ
ら基本的な考え方を踏まえた対策が講じられたと
して、３月末にＪＡ中央会が精糖工業会、日本ビ
ート協会とともに合意を確認した経過にある。

やっと現状維持の64万㌧

30年度　期待の新農業人15名

美
瑛
農
業
の
未
来
託
し
ま
す

　

美
瑛
農
業
の
未
来
を
託
し
、
第
55
回
を

数
え
る
「
新
農
業
人
激
励
の
つ
ど
い
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
は
美
瑛
町
農
業

振
興
機
構
が
主
催
し
た
も
の
で
、
今
年
の

新
農
業
人
は
男
性
10
名
、
女
性
５
名
の
併

せ
て
15
名
で
、
昨
年
比
５
名
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。
主
催
者
か
ら
Ｊ
Ａ
の
渡
辺
常

務
が
「
農
業
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。

熱
意
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
。

Ｊ
Ａ
と
し
て
も
サ
ポ
ー
ト
す
る
」
と
挨
拶
。

新農業人を代表して決
意を述べる新井聡さん
（中宇莫別中部）

続
い
て
塚
田
副
町
長
が
「
近
年
美
瑛
農
業

は
素
晴
ら
し
い
成
績
を
残
し
て
い
る
。
皆

さ
ん
の
知
恵
で
さ
ら
に
美
味
し
い
美
瑛
農

産
品
を
生
産
し
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

新
農
業
人
の
皆
さ
ん
に
は
渡
辺
常
務
が

感
謝
状
を
出
席
者
一
人
ひ
と
り
に
贈
呈
を

し
ま
し
た
。
新
農
業
者
を
代
表
し
て
新
井

聡
さ
ん
（
中
宇
莫
別
中
部
）
が
「
美
瑛
の

農
産
品
ブ
ラ
ン
ド
が
消
費
者
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
頂
け
る
よ
う
に
努
力
を
し
て
い
き

た
い
。」
と
力
強
く
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

新
農
業
人
を
は
じ
め
関
係
者
に
よ
る
懇
親

会
は
和
や
か
に
進
め
ら
れ
、
播
種
、
定
植

か
ら
今
後
の
管
理
作
業
等
に
向
け
心
機
一

転
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

氏　名 経営主名 住　所

秋好　　謙 本人 美田第３

新井　　聡 本人 中宇莫別中部

石川みなみ 石川　富吉 北瑛第２

伊藤　　敬 本人 美沢美生

伊藤　栄子 伊藤　　敬 美沢美生

岩織　玲丞 岩織　　清 丸山 2丁目
6-23

菅野　皇人 菅野　　誠 瑠辺蘂第 4

橘川　栄作 本人 五稜第 1

佐々木直也 佐々木正敏 大町 1丁目
14-7

佐藤　正弥 佐藤　晋一 美馬牛第 1

島田　隆教 本人 朗根内更生

島田裕美子 島田　隆教 朗根内更生

滝波こずえ 滝波　陽一 瑠辺蘂第 4

武田　高枝 （農）平和
生産組合

花園 1丁目
4-14

野田　和也 野田　幸伸 美田第 1

平成 30年度　新農業人のみなさん
（五十音順　敬称略）
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畜産部営農部 購買部

金融部

平成30年度
農業機械協議会

役　　職 氏　　名

会 長 沼 倉    務

副 会 長 佐 藤 賢 二

〃 田 嶋 知 樹

監 事 村 形 博 教

〃 福 本 晋 史

理 事 森 田 琢 弥

〃 熊 谷 憲 儀

〃 石 川 公 久

〃 千 葉　　 寛

〃 白 間 篤 史

〃 安 藤 友 哉

〃 舟 木　　 保

〃 庄 野 尋 達

事 務 局 打 田 晴 美

年金友の会
役　　職 氏　　名

会 長 江 花 一 治

副 会 長 長谷川　　　清

〃 青 嶋　　 怜

理 事 平 間 敏 明

〃 菅 原　　 勝

〃 照 本 清 光

〃 稲 川　　 昇

〃 井 澤　　 實

〃 井 沢 幹 子

監 事 大 原 正 美

〃 舘 山 邦 子

事 務 局 江 花　　 彩

青年部
役　　職 氏　　名

部　　 長 松 村 義 昭

副 部 長    浦 島 匡 貴
常任理事

（ 組 織 ） 増 山 嵩 明
常任理事

（ 営 農 ） 只 野 達 郎

常任理事
（農協・農政） 谷 本 雅 哉

監　　 事 酒 本 新 一

ブロック長理事 多 田 茂 晃

〃 餌 取 史 矩

〃 菊 地 啓 一

〃 河 村 尚 洋

参 与 福 田 寿 行

事 務 局 河 上 慶 太

報徳社
役　　職 氏　　名

社　　 長 浦 島 規 生

副 社 長    大 坪 正 明

〃 佐 渡 志 郎

理　　 事 真　田　佳　則

〃 米　田　浩　幸

〃 櫻　井　盛　明

〃 村　上　聡　和

〃 鈴　木　正　明

〃 平　川　正　昭

〃 稲　場　敏　之

〃 菅　井　宏　和

〃 佐　藤　　　靖

監　　 事 村　上　正　幸

〃 野　村　祐　司

事 務 局 工　藤　優　佳

酪農振興部会
役　　職 氏　　名

部 会 長    菅 野　  誠

副部会長 稲 川 利 昭

理 事 横 山 貴 泰

〃 浦 薫

〃 野 口 和 久

監 事 山 岸 敬 貴

〃 藤 田 浩 行

事 務 局 髙 橋 亨 枝

乳牛検定組合
役　　職 氏　　名

組 合 長 嵯 城 裕 之

副組合長 上 田 雅 樹

理 事 稲 川 利 昭

〃 横 山 貴 泰

〃 浦 薫

監 事 田 代 大 樹

〃 佐々木　　　優

事 務 局 横 山　　 渓

酪農ヘルパー利用組合
役　　職 氏　　名

組 合 長    道 藤 雅 弘

副組合長 岩 田 克 彦

理 　 事 山 井　　 恒

〃 水 口 征 人

監 事 野 田 幸 伸

〃 山 岸 敬 貴

事 務 局 佐　原　健一郎

酪農婦人部
役　　職 氏　　名

部 長 道　藤　信　代

副 部 長 横　山　弘　美

理 事 浦　　　好　恵

〃 水　口　美由紀

〃 野　口　佳奈子

事 務 局 髙 橋 亨 枝

フレッシュミセス会
役　　職 氏　　名

会　　 長 山　本　亜寿紗

書　　 記 藤　田　有　香

監 事 松　村　亜　美

事 務 局 大　崎　麿　鼓

女性部
役　　職 氏　　名

部　　 長 山 本 京 子

副 部 長    佐　藤　千寿恵

書　　 記 山 田 仁 美

監　　 事 岩　織　あゆみ

参 与 小 原 治 美

事 務 局 大 谷 麻 衣

とまと生産部会
役　　職 氏　　名

部 会 長    寺 口 方 水

副部会長 大 井 徳 和

〃 長谷川　勝　洋

理　　 事 佐佐木　正　勝

〃 野老山　直　樹

〃 林　　　大　祐

〃 辻　　　英　則

〃 ピンティリエ・ラズバン・ジョージ

〃 田　中　康　明

〃 柚　木　壮　太

〃 奥　平　和　久

監　　 事 代　田　康　宏

〃 内　藤　洋　仁

事 務 局 内　田　達　也

百合根生産部会
役　　職 氏　　名

部 会 長    照 本 剛 剰

副 部 会 長 遠 藤 和 明

理　　 事 小 原 和 彦

〃 小　泉　哲　也

監　　 事 佐 渡 志 郎

〃 平 間 初 美

事 務 局 内 田 達 也

長葱生産部会
役　　職 氏　　名

部 会 長    山　崎　裕一郎

監 事 安 東 儀 法

事 務 局 中 家 良 太
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販売部

平成30年度
麦作生産部会

役　　職 氏　　名

部 会 長 山 本 賢 一

副部会長 堀 内 豊 幸

〃 佐 藤 俊 光

理 事 木 川 政 信

〃 木　 内　　　 進

〃 大 西 啓 友

〃 吉 本 潤 一

〃 長谷川　   　宏

〃 松 本 真 一

〃 菅 原 弘 行

〃 金　子　松太郎

〃 渡 辺 武 志

〃 木 本 盛 育

〃 菅 原 誠 一

〃 坂 口 利 光

〃 森 平 敏 文

〃 鈴　木　福太郎

〃 吉 井 泰 博

〃 西 條  　 誠

監 事 大 森 里 司

〃 小 泉 哲 也

事 務 局 松 下 広 樹

豆作生産部会
役　　職 氏　　名

部 会 長     喜 多 順 一

副部会長 佐 藤 一 隆

〃 藤 田 真 章

理 事 大 西 啓 友

〃 河 村 将 弘

〃 遠 藤 和 明

〃 森 平 敏 文

〃 田 原 勝 彦

〃 上 村 昌 規

〃 墫 野    豊

〃 小木田　匡　之

〃 熊 谷 寛 樹

〃 平 間 貞 男

監 事 有 富 友 昭

〃 藤 田 直 幸

事 務 局 長 谷 郁 人

稲作生産部会
役　　職 氏　　名

部 会 長     通  　　明　秀

副部会長     中 農 博 之

〃 村 井 隆 之

理 事 野　村　浩太郎

〃 藤 田 猛 夫

〃 山　崎　裕一郎

〃 谷 本 憲 一

〃 山 田 繁 喜

〃 岡 本　　 透

〃 高 倉　　 雅

監 事 大 島 一 之

〃 岡 崎 賢 輔

事 務 局 長 谷 郁 人

北西地区生食加工馬鈴薯団地
役　　職 氏　　名

会 　 長 浦 島 貴 之

副 会 長 田 嶋 知 樹

会　　 計 佐 藤 昌 敏

監　　 事 村 形 泰 之

事 務 局 川 﨑 雄 作

豆採種生産部会
役　　職 氏　　名

部 会 長 松 家 貴 宏

副部会長 西 野 正 史

〃 末 岡 幸 一

理 事 佐 藤 仁 昭

監 事 佐 藤 晋 一

〃 小 口 元 範

事 務 局 長 谷 郁 人

馬鈴薯生産部会
役　　職 氏　　名

部 会 長    増 山 勝 範

副部会長 浦 島 貴 之

〃 入 江 光 彦

〃
（種子部門） 岩 織　　 清

理　　 事 佐 藤 祐 樹

〃 江 花 吉 則

〃 斉 藤 幸 一

〃 小 野 富 義

〃 及 川 健 司

〃 成 瀬 友 洋

〃 小 口 元 範

〃 高 林 信 行

〃 杉 山 直 人

〃 佐 藤 昌 俊

〃 小 原 和 彦

〃 福 本 晋 史

〃 神 成 一 弘

〃 白 田 安 弘

〃 古 川 智 章

〃 佐 渡 志 郎

監 事 遠　藤　和　明

〃 舟　山　智　章

事 務 局 川 﨑 雄 作

種子馬鈴薯生産組合
役　　職 氏　　名

組 合 長    岩 織　 　 清

副組合長 馬 場 英 之

総務部長 水 本 昌 孝

地区幹事 小 崎 勝 幸

〃 加 藤 裕 昭

防疫補助員長  水本　昌孝（兼）

防疫補助員  石 黒　　 誠

〃 堀 内　　 秀

〃 坂 上 善 彦

〃 鈴 木 隆 之

〃 岩織　　清（兼）

〃 馬場　英之（兼）

監　　 事 堀 内 豊 幸

〃 佐 藤 公 信

事 務 局 平 間 尚 貴

白金アスパラガス生産部会
役　　職 氏　　名

部 会 長    横 山 茂 弘

副部会長 丹 野　   勉

〃 近 藤 富 治

理　　 事 黒 澤 直 也

〃 内 藤 洋 仁

〃 太 田　 　 收

〃 石 原 啓 吾

〃 山 崎 岳 史

監　　 事 白 木 祐 二

〃 佐 藤 信 夫

事 務 局 川 﨑 雄 作

ニンジン生産部会
役　　職 氏　　名

部 会 長    小 原 和 彦

副部会長 柿 崎 紀 宏

理　　 事 竹　  宣 博

監　　 事 北 村 里 志

〃 齊 藤    渉

事 務 局 川 﨑 雄 作

メロン生産部会
役　　職 氏　　名

部 会 長    佐 藤 祐 樹

副部会長 柿 崎 紀 宏

理　　 事 村 上 寿 裕

監　　 事 渡 部 博 之

事 務 局 中 家 良 太

大根生産部会
役　　職 氏　　名

部 会 長    栁 原 孝 泰

副部会長 井 澤 利 文

監　　 事 永 　  英 樹

事 務 局 中 家 良 太
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JAびえい・JA北海道信連

新規採用職員
農業実習

　

私
は
今
回
の
体
験
で
し
い
た
け
を

作
る
と
こ
ろ
か
ら
、
収
穫
、
パ
ッ
ク

詰
め
の
一
通
り
の
過
程
を
体
験
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
普
段
、
私
た

ち
が
食
べ
て
い
る
も
の
が
約
３
ヶ
月

と
い
う
長
い
月
日
と
、
こ
れ
だ
け
の

　

椎
茸
の
浸
水
、
芽
か
き
、
パ
ッ
ク

詰
め
、
平
茸
の
収
穫
作
業
を
行
い
ま

し
た
。
多
く
の
時
間
や
手
間
が
か
か
っ

て
お
り
、
農
作
物
を
生
産
す
る
大
変

さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
収
穫
さ
れ
た

き
の
こ
は
、
生
産
者
の
方
々
の
愛
情

　

萌
育
実
生
産
組
合
で
の
５
日
間
の

実
習
を
通
し
て
、
組
合
員
さ
ん
が
作

物
に
対
し
て
想
像
し
て
い
た
以
上
に

細
か
い
気
遣
い
を
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
組
合
員
さ
ん
の
苦
労
を
体

験
す
る
こ
と
で
、
そ
の
努
力
を
無
駄

共済部　共済課

塗
ぬ

師
し

田
だ

　明
あき

歩
ほ

販売部　経理課

江
え

口
ぐち

　なな
畜産部　畜産課

洲
す ごう

　駿
しゅん

吾
ご

手
間
が
か
か
っ
て
い
る
と
知
り
、
と

て
も
驚
き
ま
し
た
。
こ
の
農
業
実
習

で
生
産
者
の
苦
労
を
実
感
で
き
た
の

で
、
少
し
で
も
支
え
に
な
れ
る
よ
う

に
Ｊ
Ａ
の
職
員
と
し
て
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

を
感
じ
る
と
て
も
美
味
し
い
も
の
で

し
た
。
ま
た
、
組
合
員
の
方
々
か
ら

様
々
な
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、

貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
お
世

話
に
な
っ
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

に
し
な
い
た
め
に
、
自
分
の
業
務
に

一
層
励
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感

じ
ま
し
た
。

　

お
忙
し
い
中
、
貴
重
な
経
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

希
望
を
い
っ
ぱ
い
に
Ｊ
Ａ
の
一
員

と
し
て
頑
張
ろ
う
と
士
気
の
高
い
高

校
、
大
学
卒
職
員
４
名
を
こ
の
春
採

用
い
た
し
ま
し
た
。
組
合
員
の
皆
さ

ん
に
一
日
で
も
早
く
お
役
に
立
ち
た

い
と
意
欲
に
燃
え
て
い
ま
す
。
当
Ｊ

Ａ
で
は
農
作
業
体
験
を
通
じ
、
組
合

員
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
前
提
に「
協

同
」
に
つ
い
て
よ
り
理
解
を
深
め
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
実

習
が
終
わ
り
ま
し
た
の
で
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。
な
お
、

系
統
連
合
会
か
ら
同
様
の
趣
旨
で
参

加
し
ま
し
た
の
で
、
併
せ
て
紹
介
い

た
し
ま
す
。
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５
日
間
、
萌
育
実
生
産
組
合
さ
ん

で
農
業
実
習
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

中
で
も
私
が
一
番
印
象
的
だ
っ
た
こ

と
は
、
ビ
ー
ト
の
刺
し
苗
作
業
で
す
。

隙
間
が
空
い
て
い
る
と
こ
ろ
や
土
が

被
っ
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
を
確
認
し
、

　

農
作
業
で
は
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

の
設
置
、
電
牧
の
設
置
、
ジ
ャ
ガ
イ

モ
の
種
イ
モ
蒔
き
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
生
産
者
さ
ん
や
農

業
ヘ
ル
パ
ー
の
方
と
お
話
し
し
て
、

今
ま
で
自
分
に
は
な
か
っ
た
新
し
い

　

丘
の
里
ヘ
ル
シ
ー
フ
ァ
ー
ム
さ
ん

に
て
１
週
間
の
農
業
実
習
を
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
短
い
間
で
し
た
が
ト

マ
ト
の
ベ
ッ
ド
作
り
や
馬
鈴
薯
の
種

ま
き
、
電
牧
設
置
な
ど
様
々
な
経
験

を
さ
せ
て
頂
き
大
変
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
改
め
て
農
業
の
大
変
さ
を
身

購買部　生産資材課

髙
たか

島
しま

　大
たい

雅
が

ＪＡ北海道信連業務部

進
しん

藤
どう

　　匠
たくみ

ＪＡ北海道信連札幌支所

小
こ

林
ばやし

　夏
なつ

子
こ

直
し
て
い
き
ま
し
た
。
足
は
疲
れ
て
、

腰
は
痛
く
な
っ
て
い
き
、
組
合
員
の

皆
さ
ん
は
毎
日
こ
う
い
っ
た
大
変
な

作
業
を
し
て
い
る
の
だ
な
と
良
い
経

験
に
な
り
ま
し
た
。

価
値
観
を
知
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

こ
の
実
習
を
通
じ
て
、
組
合
員
の
皆

さ
ん
の
た
め
に
働
き
た
い
と
い
う
気

持
ち
が
改
め
て
固
ま
り
ま
し
た
。
貴

重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

で
感
じ
ま
し
た
し
、
ま
た
北
海
道
の

農
業
、
農
家
の
方
々
を
大
変
尊
敬
し
、

素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
る
と
認
識
す

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

29
年
度
新
農
業
人
研
修
が
終
了
し
ま
し
た

研
修
終
了
者
に
修
了
証
書
の
授
与

　

美
瑛
町
で
は
ク
ォ
リ
テ
ィ
の
高
い
農
業
者
の
育
成
を
め
ざ
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
29
年
度
修
了

者
に
修
了
証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
授
与
式
は
３
月
27
日
、
役
場
２
階
会
議
室
で
行
わ
れ
、
美
瑛

町
農
業
振
興
機
構
代
表
理
事
の
浜
田
哲
氏
（
美
瑛
町
長
）
と
同
業
務
執
行
理
事
の
熊
谷
留
夫
氏
（
当

Ｊ
Ａ
代
表
理
事
組
合
長
）
か
ら
激
励
の
言
葉
が
延
べ
ら
れ
出
席
者
一
人
ひ
と
り
に
修
了
書
が
手
交
さ

れ
ま
し
た
。
な
お
、
29
年
度
の
修
了
者
（
長
期
農
業
研
修
含
む
）
は
別
記
の
通
り
で
す
。

平成 29 年度
新農業人研修修了証書授与者

（敬称略）

住所 氏名 経営主

二股共栄 伊藤　史也 丘の里ヘルシーファーム

旭第４ 中村詩央里 中村　俊之

旭第５ 稲場　翔太 稲場　紘一

旭町 川原めぐみ 川原　勉

新区画向上 高橋　　翼 高橋　雄二

みどり 古川　美貴 古川　勝義

中宇莫別聖和 守屋　貴仁 本人

中宇莫別聖和 守屋　尚子 守屋　貴仁

大村村山 山本　結太 山本　賢一

平成 29 年度
長期農業研修修了証書授与者

（敬称略）

住所 氏名 研修先

美沢美生 伊藤　　敬 谷口　学

美沢美生 伊藤　栄子 石原　啓吾

五稜第２ 新井　　聡 青木　芳文

五稜第１ 橘川　栄作 太田　勉
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育ちがよくなる！病害虫に強くなる！
植え合わせワザ88
決定版　コンパニオンプランツの野菜づくり

ここまでできる！

まな板いらずの絶品レシピ
うまい！味が決まる！
みそ・塩・しょうゆのシンプルおかず

金丸絵里加　著
■ 1,188 円
まな板と包丁を使わなくてもおいしい
料理が作れる、画期的なレシピ集。狭
いスペースでも、
疲れている日で
も「これなら作
れる」と思える
満足おかずが満
載。家事を減ら
したい忙しい人
や一人暮らしの
強い味方。

おいしい家庭おかずの会　編
■ 1,188 円
みそと塩としょうゆさえあれば、ごは
んはおいしく作れる！シンプルな味付
けで、肉や野菜
など素材の持ち
味を生かし、よ
りおいしく手軽
に仕上げるコツ
を伝授。基本の
調味料を使いこ
なして、料理上
手に！

木嶋利男　著
■ 1,836 円
種類の異なる野菜を一緒に植えること
で生長を促進させ、病害虫の被害を防
ぐという「コン
パニオンプラン
ツ 」。 相 性 の よ
い 88 の組み合
わせと栽培方法、
植え合わせのワ
ザをわかりやす
いイラストで詳
しく紹介。
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☆
当
選
者
は

河　

村　

ア
イ
子
さ
ん

河　

村　

五
月
美
さ
ん

高　

橋　

和　

子
さ
ん

佐　

藤　

寿
志
子
さ
ん

井　

川　

公　

子
さ
ん

以
上
の
５
名
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

①
七
夕
の
飾
り
に
使
う
植
物

②
歌
う
こ
と
を
楽
し
み
に
行
き
ま
す

③
シ
イ
タ
ケ
、
シ
メ
ジ
、
エ
リ
ン
ギ

な
ど

④
お
酒
が
飲
め
ま
せ
ん

⑤
ピ
カ
ッ
、
ゴ
ロ
ゴ
ロ
ゴ
ロ

⑧
音
を
遮
断
し
た
い
と
き
に
は
め
ま
す

⑩
社
会
の
―
―
―
と
し
て
地
域
に
貢

献
す
る

⑪
カ
タ
ツ
ム
リ
が
似
合
い
そ
う
な
花
。

鎌
倉
の
明
月
院
は
―
―
―
寺
と
呼

ば
れ
ま
す

⑬
輪
島
市
や
加
賀
市
や
金
沢
市
は
こ

の
県
の
市

⑮
鎖
国
中
に
も
貿
易
が
行
わ
れ
た
場

所
⑰
書
類
や
伝
票
に
つ
き
ま
す

⑲
俳
優
が
演
じ
た
り
入
り
込
ん
だ
り

①
酒
を
飲
む
た
め
の
小
さ
な
器

④
整
形
―
―
―
で
膝
の
関
節
を
診
て

も
ら
っ
た

⑥
料
理
を
の
せ
ま
す

⑦
今
度
来
た
新
人
は
仕
事
の
―
―
―

が
早
い
ね

⑨
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
で
す

⑪
本
能
寺
の
変
を
起
こ
し
た
―
―
―

光
秀

⑫
乱
れ
た
も
の
を
き
ち
ん
と
直
す
こ

と
⑭
親
か
ら
子
へ
受
け
継
が
れ
ま
す

⑯
こ
う
い
う
こ
と
は
こ
こ
じ
ゃ
日
常

―
―
―
だ
よ

⑱
虫
を
よ
け
る
た
め
布
団
の
周
り
に

つ
り
ま
す

⑳
ア
ウ
ト
の
反
対
語

㉑
サ
ッ
シ
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も

Ａ
→
Ｆ

『
ト
ケ
イ
ソ
ウ
』
で
し
た
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18

7
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【全体運】知識欲が旺盛になっている月なので、引
かれることがあったら、情報収集を。耳寄りな
話題をゲットできるかも

【健康運】おおむね安定。運動で軽く汗を流しましょう
【幸運を呼ぶ食べ物】エダマメ

【全体運】プライベートの充実に意識を向けると
グッド。やるべき作業を早めに片付けて、好き
なことや趣味に打ち込んで

【健康運】小まめなストレス解消を。笑顔に効果大
【幸運を呼ぶ食べ物】スズキ

【全体運】行動意欲が増して、さまざまな分野に
挑戦したくなりそう。試せるものから、前向きに
取り組んでみるのが正解

【健康運】体を動かせば、ますます元気になれます
【幸運を呼ぶ食べ物】オクラ

【全体運】サービス精神を発揮すれば、自然と人
気運がアップする予感。縁の下の力持ち的な役
割でも快く引き受けてみて

【健康運】運動不足にご用心。身軽さをモットーに
【幸運を呼ぶ食べ物】アンズ

【全体運】 対人運が華やぐ時期です。飲み会や旅
行など、レジャーに誘われたら気軽に参加する
と楽しく、うれしい結果に

【健康運】ちょっとしたけがが心配。慌てず行動を
【幸運を呼ぶ食べ物】トマト

【全体運】できる人と比べて落ち込みやすい暗示。
「人は人、自分は自分」と捉えるのがベスト。気
晴らしには散歩が吉

【健康運】食べ過ぎる傾向があるかも。節制が必要
【幸運を呼ぶ食べ物】スルメイカ

【全体運】何事もプラス思考をすることで、思わ
ぬひらめきや発見があるはず。思い切って新し
い世界に飛び込むのも◎
健康運】良好。特に問題なく、快適に過ごせそう

【幸運を呼ぶ食べ物】サザエ

【全体運】いつまでもささいなことを引きずりや
すい期間。暗い顔でさらなる運気ダウンを招か
ないように。鏡を磨くと開運に

【健康運】疲労をためずに、十分な休息を心掛けて
【幸運を呼ぶ食べ物】サクランボ

【全体運】気分のむらが激しくなりやすいよう。
気まぐれな言動が過ぎるとトラブルを招いてし
まうため、ほどほどにして

【健康運】 健康系の話題に注目を。耳寄り情報あり
【幸運を呼ぶ食べ物】アナゴ

【全体運】心理的に不安定になり、あれこれ悩ん
でしまいそう。深刻になり過ぎないこと。根拠
のないうわさ話にも気を付けて

【健康運】上手な気分転換が回復の鍵になります
【幸運を呼ぶ食べ物】ズッキーニ

【全体運】レジャー運が活性化。気の合う仲間た
ちとにぎやかに過ごせば、より刺激的なひとと
きに。創作活動にも幸運あり

【健康運】体調不良時は無理せず、しっかり休んで 
【幸運を呼ぶ食べ物】シシトウ

【全体運】余計なひと言でもめ事を呼び込みがち。
すぐに思ったことを口にするのは避けて。運気
アップには掃除が有効

【健康運】生活リズムを整えれば、体にも好影響が
【幸運を呼ぶ食べ物】大葉

12
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注！ハガキは62円です
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第1133号　平成30年6月1日号　毎月1日発行
ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
昭和45年３月５日 （第３種郵便物認可）

刈払い機・畦草刈り機展示会開催

　研修センターでは、刈払い機と畦草刈り機の展示会を開催致します。

　各メーカーの刈払い機や、チップソー畦草刈り機、背負い噴霧機などの展示販売を行います。 
　合わせて点検整備（一部有料、部品代は別途掛ります）も行っておりますので、どうぞこの機
会に多数の組合員様のご来場をお待ち致しております。      
  

日　時　　６月８日（金）
　　　　　午前９時～午後４時まで	 	 	 	 	 	 	
	
場　所　　研修センター周辺	 	 	 	 	 	 	
	

　コンバインの性能を１００％引き出すため、また、
営農コスト低減のために研修センターではコンバイン
刈刃の刃研ぎを受け付けています。
　研ぎすまされた刃こそ、切れ味を物語ります。この
機会にお申し込み下さい。なお、受付は随時行ってお
りますが遅くなると使用時期に間に合わない場合があ
りますので、お早めにご持参下さい。

自脱コンバインの刃研ぎをこの機会に

研修センター　☎92-0588

参考料金（税別） 従来品 新型（ダブルアクション）
４条刈 ７，０００円 １０，０００円
５条刈 ９，０００円 １２，０００円
６条刈 ― １５，０００円

　美瑛町農業機械協議会では、平成30年度の負担金を
次の通り徴収させていただきます。

◎徴収額 １戸当たり　個人 500円　法人 2,000円
◎徴収日　６月26日付（クミカン又は貯金より引落し）

農機協の負担金について

研修センター　☎92-0588

研修センター　☎92-0588



11

第1133号　平成30年6月1日号　毎月1日発行
ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
昭和45年３月５日 （第３種郵便物認可）

貯金課　金融店舗　☎92-4325
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第1133号　平成30年6月1日号　毎月1日発行
ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
昭和45年３月５日 （第３種郵便物認可）

■美瑛農業の将来を担う新農業人の激励会が行われた。30 年度
の期待の新農業人は 15 名。美瑛町は紛れもなく農業が基幹の産
業であり、その振興の一翼を担う各位にエールを贈る気持ちは、
みんな同じ思いである。■高齢化と人口減が進む中山間地、美
瑛町も例外ではない。地域の農林業が元気を無くしている中で、
競争力強化、市場原理とか新自由主義といった乱暴な政策が唱
えられている。規制改革推進会議に振り回され農業、農協攻撃
が続く。種子法の廃止、突然のコメ生産調整の廃止、酪農制度
の改変など農業者に「危険球」が容赦なく投げつけられるのは
不本意だ。

733 人

1,906 人

267 億 85 百万円

68 億 55 百万円

 11 億 26 百万円

45 億 90 百万円
※百万円未満四捨五入  

（平成 30 年 4 月末）

発生件数　　1 件（  6 件）　《5 件》
　　負傷　　1 人（  6 人）　《5 人》
　　死亡　　0 人（  0 人）　《0 人》
（　）は 30 年度累計　《　》は昨年同期累計
※負傷者数は農業労災加入者統計より

（5月 20日現在）
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便
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毎
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1日
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行
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熊
谷

留
夫

総
務

部
　

　

1日（金）　獣魂祭

10日（日）　丘のまちびえい
　ヘルシーマラソン 2018

15日（金）　招魂祭 (JA 臨時休業 )

20日（水）　馬鈴薯生産部会フィールドデイ

　

Ｊ
Ａ
共
済
連
主
催
の
、
第
65
回
の
「
Ｊ
Ａ
共
済
優
績
組
合
表
彰
式
」
に
て
、

平
成
29
年
度
の
優
績
表
彰
に
当
Ｊ
Ａ
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
表
彰
は
、
全
国

的
な
視
点
か
ら
共
済
の
普
及
推
進
に
成
績
が
優
秀
で
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ

た
Ｊ
Ａ
に
送
ら
れ
る
も
の
で
、
Ｊ
Ａ
共
済
大
賞
は
全
国
で
３
Ｊ
Ａ
、
特
別
優
績

表
彰
は
全
国
22
Ｊ
Ａ
が
受
賞
。
当
Ｊ
Ａ

は
、
特
別
優
績
表
彰
を
受
賞
致
し
ま
し

た
。
全
道
１
０
８
Ｊ
Ａ
の
中
で
道
内
唯

一
の
受
賞
Ｊ
Ａ
と
な
り
ま
し
た
。
組
合

員
各
位
の
共
済
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご

協
力
の
積
み
重
ね
が
こ
の
結
果
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

受
賞
式
は
５
月
17
日
東
京
中
央
区
の

「
明
治
座
」
で
行
わ
れ
、
熊
谷
組
合
長
が

出
席
し
、
Ｊ
Ａ
共
済
連
・
市
村
経
営
管

理
委
員
会
会
長
か
ら
手
交
さ
れ
ま
し
た
。

お世話になりました
＝退職（5/31）＝

　　中山　智（１年２カ月勤務）
　（販売部付ＪＡびえい販売㈱出向）

おかげさまでJA共済全国優績表彰

道
内
唯
一
の
受
賞
Ｊ
Ａ
に

緞
どん

帳
ちょう

仕上がり負担は期成会で
　美瑛町の大地を「豊麗に仕上げた」緞帳は当Ｊ
Ａ創立 70 周年記念事業の一つとして前回号でご
案内させていただいたところです。掛かる費用の
負担につきましては「美瑛町農協創立 70 周年記
念緞帳幕寄贈期成会」を構成し、事業の実施を行
いました。つきましては、期成会の個人・企業等
の協賛ご芳名は別記の通りとなっておりますので
お知らせ致します。

　美瑛町農協創立 70 周年記念緞帳幕寄贈期成会
（順不同 / 敬称略）　

熊谷　留夫　　北野　和男　　神成　博美
藤田　元弘　　草野　恒之　　真田　佳則
村上　聡和　　江花　秀一　　山田　　剛
吉井　鉄也　　米田　浩幸　　櫻井　盛明
加藤　　護　　山本　英之　　吉尾　　豊
柏倉　秀伸　　太田　　満　　福田　弘行
農事組合法人浦島農場　吉宮建設株式会社
美瑛アグリサポート株式会社　株式会社日星電機
ヤンマーグリーンシステム株式会社　
有限会社キューブプランニング
カルビー株式会社　カルビーポテト株式会社


